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大学・学校・地域が連携した
ミコシギクの保全と地域の活性化

2026年4月7日 広島大学「地域の元気応援プロジェクト成果発表会」



広島県
三次市や世羅町などの湿地にわずかに残存。

高速道路等の造成により生育地は消滅・危機的状態。
現在、福富のみ保護活動

現存する府県としては、愛知、岡山、広島

大陸遺存植物
日本が大陸と陸続きであったころ、満州、朝鮮、日本
と広く分布していたと考えられる植物。しだいに離れ
て分布。生物学的に大変貴重。
湿地開発、森林伐採、自然遷移により生育環境が悪化

ミコシギク（別名：ホソバノセイタカギク）

Leucanthemella linearis キク科ミコシギク属

環境省RDBカテゴリー:絶滅危惧Ⅱ類（VU)
絶滅の危険が増大している種

広島県DBカテゴリー：絶滅危惧Ⅰ類（CR＋EN）
絶滅の危機に瀕している種



これまでの保全活動

2007年 2019年 2020年
2021年

2022年

2023年 2024年 2025年

以前から、
自生地の存
在は知られ
ていた。

湿地がシカやイノ
シシに荒らされる

現地調査
→ 数株確認

数輪の開花を確認

防護柵の設置（6枚）

・文化発表会にて講演

広域に防護柵を
設置（30枚）

中学校活動
（1年目）

有識者による観察会

自生地の草刈り

・SDGｓパートナー制度

・ミコシギクを守る会発足

中学校活動
（2年目）

防護柵の高さを２ｍに増強

仮木道の設置

・地域の元気応援
プロジェクト採択

・薫物ワークショップ

中学校活動（3年目）

木道の設置

観察路の整備

中学校での種まき

・愛知県豊橋市の専門
家を招いて講演会

中学校活動（4年目） 中学校活動（5年目）

・愛知県豊橋市にて講演会

グッズの検討

標本作成

アクアフェスタでの発表

パネル作成

探求的な学習６名（ミコシギクリーダー） 年２回の全校生徒（約４０名）による活動

地域の元気応援プロジェクトによる３年間の活動



広島大学

○定期的な現地確認
○中学校の保全活動支援
○関係機関との情報共有

外部専門家

○専門的知見の提供
（最適条件、域外保全）

地域の元気応援プロジェクトによる支援

福富中学校

○総合学習で調査研究
○調査結果の取りまとめ
○地域への発信

ミコシギクを
守る会

○学校の調査研究支援
○環境保全作業
○持続的な環境保全体制構築
○地域での保全活動広げる



考える

行動する

発信する

・生徒はミコシギクを守っていくため
に何が出来るかを話し合いました。

１．種をまいてもっと株を増や
し中学校でも育てたい。

・最初は、学校の探求の学習の授業の
ひとつとして始まりました。

・大学から教職員や学生が参加して
活動を進めていきました。

２．アクアフェスタでブース

を出し、グッズを作りたい。

３．標本を作って、ミコシギク
の記録を残したい。



本数年度

30本2020年
71本2021年

187本2022年
188本2023年
249本2024年
319本2025年

年度別本数の推移

本数調査 毎年、秋には生徒による個体数の調査
を行っています。



ミコシギクのことを
もっと知りたい！

ミコシギクにもっと
関わりたい！

ミコシギクを
楽しみたい！



卒業生が守る会のメンバーに

自分たちのミコシギクを
自分たちでつなぐ

これから活動をリードしていくのは福富のみなさんです。大学も協力をします。

ミコシギクのこれからは・・・



ミコシギクの保全研究（大学）

・集団遺伝学解析

・野外調査



ミコシギクの保全研究（大学）

• 集団遺伝学解析

遺伝的多様性を明らかにすることが今後の
保全に重要

→基礎情報となる葉緑体ゲノムを決定した

中四国生物系三学会2025でのポスター発表



ミコシギクの保全研究（大学）

• 野外調査

ミコシギクの生育環境の調査を実施！

RDB掲載種（ムラサキミミカキグサ・アギナシ）

第73回日本生態学会でのポスター発表の様子



地域の宝と子どもたちが輝き

地域が元気になるために

地域の元気応援プロジェクトでの3年間
ご支援ありがとうざいました。


